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創立100年を迎えた国立科学博物館

橋本光男(国立科学博物館)

東京の上野公園にある国立科学博物館は昭和52年

(1977年)に開館工00年を迎えた昔明治五〇年(1877年)

同じ上野公園に教育博物館が設置され三/三として学校教

育に貢献する目的で教育用品(実験雑具匁ど)動植

物金石などを展示公開したものがはじ凌/)であると

されている.しかしどんな機関で達1音そうなのかも知

れ狂いがとくにこの博物館は五00年を経る間にそ

の目的や内容や機能がいちじ｡るしく変転した.そして

現在の国立科学博物館は100年前の教育博物館とはま

るで違った性格のものになった.

教育博物館はその名が示す通りもっぱら教育を主目

的としたものであり学術研究の機関とは考えられてい

なかった.古い資料によるとたとえぱ岩石や鉱物に

ついて収集され展示された標本の中では鉱石石材

陶土など殖産･勧業的色彩の濃いものが重きをなしてお

りまた他の分野でも幼稚園までをもふくむ学校用器

具標本などが多く含まれていた.これらのことは

当時の理科教育は主目的が啓蒙にありしかもそれに対

して教材が充実完備していなかったため博物館にそ

の面での大きな期待カミ寄せられていたことを物語ってい

る.その反面ヨｰロッパですでに確立された博物館

というものが元来持っているべき筈の学術資料の収集

保管研究という機能はほとんど顧みられることがな

かったように思われる.そしてその後も一時期(明

治22～大正3)東京高等師範学校の付属施設と狂ったり

さらに関東大震災で建物も資料も事実上演減したり粁

余曲折の時代が続いた.

科学博物館が学術研究の機関でもなけれぱならないと

いう認識が高まったのは100年の歴史も半ばを過ぎて

ようやく昭和10年代に狂ってからのことであった.現

在の国立科学博物館の本来の歴史はしたがってこの時

代にはじまったと言うこともできる.

しかしその後も途は決して平坦ではなかった.な

かでも太平洋戦争敗戦前後は大変な時期であった.昭

和20年上野公園に駐屯した陸軍対空部隊は科学博物

館と学士院の建物を接収し兵舎にあてた.そして強

制取り壊しの対象となった木造の別館は職員が展示品

を運び出すいとまも汝く軍隊の手によって取り壊され

てしまった.また部隊は標本類を格納してあった木

箱を利用するため多数の標本を添付ラベノレもろとも放

棄してしまった.このようにしてわが科学博物館は

敵軍の襲撃によらず自国軍隊の手によって関東大震

災の時に次ぐ再度の潰滅的打撃をうける破目になった.

戦後当時職員であった人々の懸命な努力にもかかわら

ず失われた標本の大半は復元できず今でも数千の標

本が台帳にその名称のみをとどめている.科学博物館

の最も苦難に充ちたこの時代に職員であった人々の労苦

を忘れることはできない､

昭和33年目本学術会議の｢自然吏科学研究センタｰ

(仮称)の設立について｣の要望を受けた政府は国立

科学博物館の拡充整備によってこの要望に応えることと

し昭和37年より動物植物地学の各研究部の増員

がはじ｡まりまた昭和47年には人類研究室(後に部)も

設けられた.地学研究部も当初の研究員4名から現在

の14名に拡充された.ここに至って学術研究機関と

しての科学博物館という方向がやっと定まった.100

年の歴史はこの方向を見出す歴史であったのであろうか.

国立科学博物館には現在6つの研究部門と2つの付

属施設(植物園)があるそのうち地学研究部は5�



一ユ3一

つの研究室を含み動物研究部とならぶ大きな部である.

研究室は地学第1第2古生物第1第2第3と分

かれており地学と名づけられている2つは主として岩

石と鉱物の研究に従事し3つの古生物研究室はそれぞ

れ古植物古無脊椎動物および古脊椎動物をとり扱って

いる.職員は部長1室長4主任研究官3研究官

5補助員1合計14名.この数は地質調査所を除く

わが国の地学関係研究機関としては少ない方では恋い

かも知れないがヨｰロッパやアメリカの本格的な自然

博物館にくらべるとかなり少なく博物館が果すべき学

術的ならびに社会的役割りという面からみれぱさらに

拡充される必要がある.研究活動は多岐にわたりそ

の成果は多くの学術誌に発表されつつあるが博物館と

しては国立科学博物館研究報告(通巻130号令)および

国立科学博物事報(通巻9号)の2つの研究成果発表誌

をもっている｡昭和51年9月末現在の所蔵標本は岩

石11,482鉱物25,233化石229,710であるが残念な'

がらこれは決して多いとはいえない.一方杜会教

育の面では年十数回の見学会講演会等を開催また

特別展示や移動展示にも協力しているがとくに昭和52

年1!月にはこの10年来続けられてきた自然分野の全面

的展示更新の最後として地学(地質鉱物古生物)

の新しい展示が完成した.

なお開館!00年を記念していろいろな事業が計画

実施されたので主なものを紹介しておきたい.

⑧昭和52年11月2目(水)に天皇陛下を迎えて記念式典が

挙行され13名の功労者が表彰された.地学関係では

鉱物の桜井欽一博士と彫刻家の今里龍生氏の2人であっ

た.式典に引き続いて祝賀パｰティが催された.
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国立科学博物館百年史(B5版xiv+898頁箱入)を編集

発刊した.

亀記念特別講演会(講師江崎玲於奈高木昇鈴木尚

の3氏)を催した､

魯国立科学博物館100年記念切手(50円1種)が発行された.

恋お上記百年吏のほかに科学博物館後援会発行の

｢自然科学と博物館｣第44巻第3号(1977.9.1)に

｢目で見る100年東｣が特集されている.

亀特別展｢国立科学博物館100年の歩み｣を開いた(11月2

1重.里里.刎

｢日本の自然JAPAN釧1dItgN批皿re｣

待望の独創的な自然科学書ができた.本書は日本の美しい

自然を広く海外に知ってもらおうという意図で同時に出版さ

れた妻｢JAPANandItsNature｣と全く同じ内容の姉妹書だ

淋日本人自身にとってもその自然と文化を学ぶ格好の書で

ある.日本をとりまく気候･生物分布･地形･地質そして

日本人自身とその文化がいかに大陸と深いつながりをもち

しかもそれカミ何億年にもわたる長い歴史の過程で少しずつ形づ

くられてきたかを厳選された写真と図表をつかって意欲的に

表現している.日本の自然に対する深い愛庸と自然に学ぶ謙

虚さを示すだけでなくこの書は今日の冒本の文明や経済活動

のあり方についても考えさせる問題を提起している.従来の

専門的恋自然科学書とは趣を異にした広範な内容の教養書とし

てどの家庭にも一冊おきたい書物である.(小玉喜三郎記)
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